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1 高齢 ドライバー事故対策について

(要望事項 )

近年、高齢 ドライバーのペダルの踏み間違いによる痛ましい事故が連 日のように

マスコミで報道 されています。県内でも 65歳以上の高齢者による人身事故は 10年

連続で年間 5,000件 を超え、死者 も年間 30名 以上 とい う状況です。政府 も 「交通

安全緊急対策」を閣議決定するなど社会問題 として大きく取 り上げられてお り、高

齢者の家族からは不安や心配の声が多 く寄せ られています。

また、小 さな子供を持つ世帯からも事故に巻き込まれる可能性を心配する声があ

がつています。

市民が安心 して暮 らせ、痛ましい事故が少 しでも減 らせるよう、ペダルの踏み間

違い防止等、高齢者の安全運転を支える対策推進の為 「加速抑制装置の普及 と補助

制度」「子 どもの安全確保の為に通学路へのガー ドレール等の設置」を要望 します。

(回答)助日速抑制装置の普及 と補助制度」について

加速抑制装置は、運転手がアクセル とブレーキを踏み間違えた時に、アクセルの

センサーを制御 し、踏み間違えによる急発進を抑制するもので、高齢 ドライバーの

交通事故対策の観点から有効であると認識 してお ります。

現在、国において、後付けの加速抑制装置の認定基準を整備すべ く検討が進めら

れているところですg

また、加速抑制装置の設置補助につきましては、東京都や兵庫県、豊田市などの

自治体で既に実施 してお りますが、まだ全国的には少なく、静岡県や県内の市町で

は実施 してお りません。

これ らのことから、カロ速抑制装置の普及 と補助制度の実施については、引き続き、

国や他 自治体の動向に注視 しながら研究・検討 してまい ります。

※回答への問合せ先は 市民生活課 交通対策室 電話 22-1152で す。

1

答回



(回答)「子 どもの安全確保の為に通学路へのガー ドレール等の設置」について

平成 24年度から市内の小中学校を対象に通学路の合同′点検を実施 してきたとこ

ろですが、本年 5月 に滋賀県大津市で保育園児 らが巻き込まれる痛ましい交通事故

が起きたことを受け、今年度から未就学児 (幼稚園・保育園等)が 日常的に移動す

る経路の緊急安全′は検を行つています。

また、大津市での当該交通事故以来、地域の区長様を始め、多 くの市民の皆さん

から歩行者の安全対策の御意見を頂いてお ります。

道路の形状により、ガー ドレール・転落防止柵 。ラバーポール・外側線・カーブ

ミラーなど対策可能な方法は様々ですが、関係機関で連携 し、今後よリー層安全点

検及び道路安全施設の整備に努めてまい ります。

※回答への問合せ先は 道路課 調査修繕係 電話 221240です。

2 放課後児童クラブの時間延長について

(要望事項 )

富士宮市では「生んでよし 。育ててよし」のまちづ くりを目指す上で放課後児童

クラブ事業を計画的に整備 していただいていますが、現在富士宮市の放課後児童ク

ラブは 31施設あり、その うち 21施設が 18時までの利用 となっています。女性活

躍が推進 される中、共働き世帯の増加や核家族化により放課後児童クラブを利用す

る家庭 も増えてお り、有料であっても開設時間の延長を希望する声があがつていま

す。

一方で 18時半まで利用可能な施設が 4施設、19時まで利用可能な施設が 6施設

あり、施設で働 く方の負担にはなってしまいますが、放課後児童クラブ利用者が公

平に安心 して利用できるよう、全ての施設の開設時間を有料制での検討 も含め 19

時まで延長いただけるよう要望 します。

(回答 )

市内の放課後児童クラブは、市 と各地域 (育成会)等 との間で放課後児童健全育成

事業についての委託契約を締結 して実施する、いわゆる公設民営の形で運営されて

います。

開設時間・利用料等に関しては、クラブの運営状況や当該地域での需要など、様々

な事情を考慮 した上で各クラブで定められているところです。

しか し、各クラブにより定められた開設時間では、保護者が子 どもを迎えに行 く

ことができないといった状況も、実際にはあるものと考えられます。そのような場

合は、各クラブにおいて保護者からの相談に応 じることにより、児童への個別の対

応について検討することなども十分に考えられますので、児童クラブの利用に関す



る御相談や御不明な点がございましたら、お気軽に各クラブヘお問合せいただきた

いと思います。

貴協議会からの御要望につきましては、当課から放課後児童クラブの連絡会 (代

表者会)や実地検査の際に、各クラブヘお伝えします。

当課では、児童クラブの利用に関する御相談やお問合せについて随時受け付けて

おり、各クラブとの連携を図らています。こちらも合わせて御案内いただければと

思います。

※回答への問合せ先は 子ども未来課 子育て支援係 電話 22-1146で す。

3 スポーツ促進のためのグラウンド整備

(要望事項)

静岡県では「スポーツに親しみ技量を高める環境づくり」をスローガンに掲げ、

人々が,い身の健康をもたらし、生活に潤いや活力を与えるスポーツの振興に取組ん

でおり、富士宮市でも各種スポーツイベントやスポーツ教室等が開催されています。

一方で近隣の人口 10万人以上の市町には自治体が管理する人口芝のブラウンド

が整備されていますが、富士宮市民が利用可能なグラウンドには人工芝のブラウン

ドがありません。

大きなグラウンドとしては外神グラウンドがありますが、砂地のグラウンドの為

サッカー等の試合では土埃等もあり環境面では決して恵まれているとは言えませ

ん 。

スポーツに親 しみ技量を高められる環境整備やスポーツを通じた交流の促進・

様々な大会を富士官市に誘致できるよう外神グラウンドの人工芝への整備をご検

討願います。

(回答)

市では、本市の今後の人口の推移や財政規模を考慮しつつ、10年間の体育施設の

整備内容や時期、費用等の中長期的な計画である、スポーツ施設のス トック適正化

計画を策定しております。この計画の中でスポーツニーズを把握し、既存スポーツ

施設について競技種類別に見直しを行つております。

外神スポーツ広場は、土のグラウンドのため、ハンドボールやソフトボール、サ

ッカー等多目的に使用することができ、多くの方が利用している施設であることか

ら、人工芝へ整備することによつて利用内容が制限されないかどうか等を含め検討

してまいります。

今後もより多くの市民がスポーツを楽しめる施設になるように関係団体の意見

を聞きながら、スポーツ施設のス トック適正化計画の中で最適な施設整備を考えて



いきますので、御理解をお願いいたします。

※回答への問合せ先は スポーツ振興課 施設係 電話 221189です。

4 利子補給制度募集枠の拡大について

(要望事項)

富士宮市が取 り組む、誰もが安心 して暮 らすことができる「住んでよし」のまち

づ くりに向け、現行の住宅ローン利子補給制度は、労働者が市内に住宅を確保 し、

安定的に生活する労働者福祉の向上に大きな役割を果た しています。

本利子補給制度は、4月 から多 くの申込みがあり、2か月程度で募集枠がいっぱ

いになってしま うため、より多 くの方が市内に家を建て、結婚・出産・子育て等の

希望を実現できるよう、現行利子補給募集枠の拡大を要望 します。

(回答 )

住宅を建てることは、多 くの人が関心を持っていることであり、労働者の良好な

生活環境の確保は、市 としても「住んでよし」を実現するために重要な課題 と考え

ています。また、市内で働き、子 どもを生み、育てることができるまちづ くりにも

同時に取 り組む中で、住宅ローン利子補給制度が持つ役割や、労働者からのニーズ

が高いことについても認識 してお ります。

しかし、御要望の利子補給募集枠の拡大については、市が実施 している他の施策

や市域の金融機関とのバランスを考慮する必要があるため、まずは、状況の把握を

行い、総合的に判断 していきたいと考えていますので御理解 ください。

※回答への問合せ先は 商工振興課 工業振興・労政係 電話 22-1154です。


